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　南平田小学校の５年生３７人は５月１９日、土田伸平さん（平田中央）
の圃場で「つや姫」の田植え体験を行いました。土田さんやＪＡ職員らの
指導のもと、手植えで行う昔ながらの田植え作業に汗を流しました。男
子児童は編み笠を被り、女子児童は絣の着物ともんぺのほか、額に巻
く庄内地方の伝統的な日除けの布「はんこたんな」を着用。きれいな柄
も、あっという間に泥まみれに！約１時間の田植え作業を終えた児童は
「昔の人は凄いなと思った。おいしいお米に育ってほしい」と目を輝かせ
ました。秋には稲刈り体験と収穫祭を行い、自ら植えた新米を味わう予
定です。そのほか、５月は管内多数の小学校で田植え体験を実施しまし
た。詳しくは特集ページでご紹介します！
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待ちに待ったこの季節！ 「おいしいお米に育つといいな」 

JAと青年部が毎年継続して取り組む田植え・稲刈り作業の出前授業。5月中旬 から下旬にかけ、管内11校の小学校に実施しました。
体験を通して、農業や地産地消の重要性について学んでもらい、持続可能な農 業と地域の活性化につなげるために活動しています。苗に触れ、足をとられ、カ
エルに驚き、どろんこになっていく児童たち。今回は取材に行った4校の、楽し げな声が聞こえてきそうな瞬間をピックアップしました。

小学生どろんこ 田植え体験！
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NEWS TOPICS& NEWS TOPICS&

大きく育つように一生懸命育てて、見守って
青年部新堀支部首都圏小学校へ教材苗発送

　当ＪA青年部新堀支部は５月２６日、新堀地区の育苗ハウスで、小学校
の米作り体験授業で用いられる教材用「はえぬき」苗の発送作業を行い
ました。発送した苗は、東京や神奈川、千葉の小学校４６校へ送られ、バ
ケツ稲や学校田にて児童による田植えが行われます。本取り組みは、普
段食べている米がどのように作られているか実際に体験しながら学び、
農業や食の大切さ、魅力を知ってもらうことを目的に実施されています。
　吉泉直樹支部長は「私たち農家は、種まきから丈夫な苗を作り、おいし
い米となるように頑張って作業を行っている。手間ひまかけた分大きく
育つので、児童らにも一生懸命育ててもらい、日々の生長を見守っても
らいたい」と話しました。
　６月１５日、１６日には、青年部員と女性部役員が発送先の小学校を訪
問する「上京運動」を実施し、「米作りの先生」として庄内地方の農業や稲
の管理方法などの授業を行いながら児童たちと交流する予定です。

02

「庄内柿」大玉出荷へ　講習会開催
令和８年度庄内柿摘蕾・摘果講習会

　５月２１日、松山地区の園地で「庄内柿」の令和８年度摘蕾・摘果講習
会を開きました。生産者や県庄内総合支庁酒田農業技術普及課、ＪＡ職
員ら２６人が集まり、ＪＡ管内における庄内柿の生育状況や摘蕾・摘果の
方法、タイミングなどを説明しました。
　酒田農業技術普及課の職員は「今年度は高温傾向な気候が影響して、
展葉が平年より６日ほど早く、害虫の発生時期も早まっている」と話し、
防除時期が遅れないよう注意を促しました。着蕾状況については概ね平
年並みだとし「早期の摘蕾と摘果で果実肥大を助けることが重要」とア
ドバイスしました。同課による令和６年度の実証実験では、早期の摘蕾
が大玉作りに効果的であることが分かっています。
　ＪＡの職員は「市場が求める大玉で高品質な柿を目指すため、適期作
業に努めてほしい」と話しました。今年度の庄内柿は１０月中旬ごろより
収穫・出荷が始まり、１１月にかけて旬を迎える見込みです。

03

若手営農指導員が田植え作業を経験 01実証田プロジェクト
　５月１５日、新人営農指導員の育成を図る「実証田プロジェクト」が
行われました。新たに指導員として配属された若手職員が対象で、Ｊ
Ａ管内の実証圃で田植えから稲刈りまでの基本作業を経験し、米づ
くりのノウハウを学ぶことで現場指導スキルの向上に繋げています。
　今年度は酒田きた支店営農課の佐藤琉稀指導員が参加し、先輩指
導員の手ほどきを受けました。育苗箱から取り出した苗を田植え機に
セッティングし、操作方法を教わりながら丁寧な運転で植え付け作業
を行いました。作業を終えた佐藤指導員は「座学では学べないことを
体験できてよかった。組合員に信頼され、役に立てるような指導員を
目指したい」と意気込みを語りました。
　今後は草刈りや作溝培土を体験し、収穫期の稲刈り作業をもってプ
ロジェクトを完遂します。

▲見上げる作業が多い柿栽培。足元やクマに要注意

官民挙げて「庄内砂丘メロン」をPR

　県庄内総合支庁産業経済部は４月３０日、酒田市の同庁産地研究室で令和８
年度「第１回庄内砂丘メロン生産性向上プロジェクトチーム会議及び第１回ブラ
ンド力向上プロジェクトチーム会議」を開きました。県、市町や当ＪＡ職員ら２７
人が参加し、令和７年度の活動実績報告と８年度の活動計画などについて協議
しました。
　今年度も「第３期庄内砂丘メロン産地強化プロジェクト」を推進し、産地基盤
の強化、高品質安定生産の推進、ブランド力の強化を図り、産出額４０億円規模
の産地の維持を目指します。出荷最盛期である７月前後には、関係機関が連携
を図りながら「庄内砂丘メロンの日（７月６日）」の認知度向上や「庄内砂丘メロ
ン」のブランド力の強化に向けたＰＲ活動を実施する予定です。
　産業経済部農業振興課の阿部誠司課長補佐は「今後も試験圃での実証試験
や協議を重ねながら、官民一体となって目標達成を果たしたい」と話しました。

06

皆で楽しく孟宗料理づくり 04グループホーム結いで孟宗料理づくり
　５月１２日、グループホーム結いにて春の味覚「孟宗筍」を使った孟
宗料理づくりを行いました。調理を通して入居者と職員間の信頼関係
をさらに深めるとともに、自ら作る達成感や季節の味覚を楽しんでも
らうために毎年実施しています。
　入居者らは皮むきや食材の切り分けなどを分担し、庄内地方の郷土
料理である「孟宗汁」や筍ご飯を作りました。できたての孟宗料理を味
わった入居者は「自分たちで準備したものだからよりおいしく感じた」
と笑顔を見せました。
　施設管理者の清野きえ子さんは「一緒に調理をすることで話題づく
りにもなり、楽しさも提供できる。皆さんが笑顔で取り組み、おかわり
までしてくれた方もいたのでとても嬉しかった。今後も旬の味覚を楽
しめるような催しを行いたい」と話しました。

▲令和８～１０年度を「メロンつる割病重点対策期間」と設定。防除対策に努めます

▲真剣な面持ちで操作する佐藤指導員㊨

▲慣れた手つきで
　皮むきをする
　入居者

▲料理完成後は、おいしそうに味わって食べていました

▲教材用苗を発送した新堀支部青年部員ら▲協力しながら地域内の各家庭を巡回しました

声の掛け合いは「地域の安心」に繋がる
女性部酒田きた支部（鳥海地区）防犯・交通安全巡回

第１回庄内砂丘メロン生産性向上プロジェクトチーム会議 ほか 

　５月２３日、鳥海地区西谷地にて当ＪＡ女性部酒田きた支部
（鳥海地区）による防犯・交通安全巡回が行われました。同活動
は、毎年５月に地区内の巡回地域を変えながら２０年以上継続
して行われている取り組みです。部員らは一軒一軒を訪問し
「不審な電話はきていないか」「交通事故に気を付けて欲しい」
などの声掛けとともに、防犯や交通事故への注意喚起のチラ
シや反射板、事故多発場所注意マップを配布しました。
　巡回には南遊佐コミュニティ振興会や交通安全協会南遊佐
分会の会長、北酒田駐在所の警察官も加わり、計９人で地域の
安全を呼び掛けました。
　副支部長の永澤ユミ子さんは「声の掛け合いは地域の安心
に繋がる重要な活動であることを改めて感じた。今後も地域の
見守りも含め、巡回活動を続けていきたい」と話しました。
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JA庄内みどり産米を使用し、おいしい料理を提供し
ている飲食店（＝応援団）をご紹介！入組1年目のJA職員が
お店イチオシの料理を食べて魅力や味をリポートします！

　

創
業
１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）、
今
年
な
ん
と
89
周
年
を
迎
え
た
酒

田
市
中
町
の
老
舗
寿
司
屋
「
だ
る
ま
寿
司
」。現
在
は
三
代
目
の
鈴
木
篤

さ
ん
と
弟
妹
の
３
人
が
歴
史
を
紡
ぎ
ま
す
。

　

お
店
の
理
念
は
「
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
寿

司
店
」で
あ
り
続
け
る
こ
と
。気
軽
に
入
り
や
す
く
、
お
手
頃
な
価
格
で

お
腹
い
っ
ぱ
い
楽
し
め
る
寿
司
屋
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
頂
い
た
の
は
「
夏
味
に
ぎ
り
セ
ッ
ト
」。四
季
に
合
わ
せ
た
旬
の

魚
介
を
提
供
す
る
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
、
特
上
握
り
10
貫
と
メ
ゴ
チ
の
天

ぷ
ら
、
バ
イ
貝
の
煮
付
け
に
エ
ビ
の
味
噌
汁
が
付
い
た
盛
沢
山
の
セ
ッ

ト
で
す
。Ｊ
Ａ
管
内
産
「
は
え
ぬ
き
」
を
用
い
た
大
き
め
の
シ
ャ
リ
と
、

分
厚
く
切
ら
れ
た
ネ
タ
の
相
性
は
抜
群
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に
新
鮮
な
旨

味
が
広
が
り
ま
す
。ふ
わ
ふ
わ
な
メ
ゴ
チ
の
天
ぷ
ら
と
、
甘
辛
い
味
付

け
の
コ
リ
っ
と
し
た
バ
イ
貝
も
主
役
に
引
け
を
取
ら
な
い
逸
品
で
、
お

酒
と
の
相
性
も
◎
。

　

鈴
木
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
初
代
の
夢
は「
１
０
０
年
続
く
寿
司
屋
に

す
る
こ
と
」。１
０
０
年
越
し
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
語
る

鈴
木
さ
ん
。「
お
い
し
い
庄
内
米
に
負
け
な
い
ネ
タ
を
取
り
揃
え
て
い
る
。

寿
司
が
酒
田
の
恒
久
的
な
文
化
と
し
て
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
励
み
た

い
」と
力
強
く
意
気
込
み
ま
し
た
。

営農販売部園芸課 相澤俊輔

だるま寿司
〒998-0044
山形県酒田市
中町3丁目1-12

☎�0234-24-0008

▼夏味ちらしセット
　3,000円（税込）の海鮮ちらし

▲メゴチの天ぷら、バイ貝の煮付け、エビの味噌汁

▲夏味にぎりセット3,000円（税込）の特上握り

平日／11:30～14:00（LO）
17:00～21:00（LO）

日曜、3連休最終日／11:30～14:00（LO）
17:00～20:30（LO）

定休日／不定期（お問い合わせください）

私は「夏味ちらしセット」を頂きました。
お寿司同様、一つ一つのネタが新鮮で
大きく食べ応え抜群。特に、エビの甘味
とプリプリとした食感はたまりません！
揚げたてサクサクの天ぷらや小鉢、お
味噌汁どれをとっても絶品のセットでし
た。皆さんもぜひ！オススメです。

だ
る
ま
寿
司

計５１人の部員が参加し、寄せ植えを楽しみました。今回の花材
は「宿根サルビア」「ユーフォルビア」「シルバーガザニア」「バコ
パ」「ガーベラ」「アメリカンブルー」の６種類で、自らつくった鉢
植えを長く観賞できるよう、多年草を中心に選んだとのこと。支
部長の阿部智井さんは「定期的に部員が集い、楽しく会話した
り協力し合ったりする催しは大切。地域の繫がりを絶やさない
よう、今後も力を合わせ精力的に活動したい」と力強く語ってく
れました。

転倒によるケガや骨折は、歩行や日常生活動作に支障をきたすだけでなく、最悪の場合寝たきり
状態になることも。足、腹部、腰の筋肉や関節を動かして転倒予防に繋げましょう。

女性部遊佐支部 花の寄せ植え教室を開催！5/28

てんとうムシ教室てんとうムシ教室 開催！開催！

その他認知症予防体操や体全体の健康につながる
足裏の体操「青竹エクササイズ」などもとり入れ、毎月2回開催しています。

5/28
福祉課が助けあい組織「すけっとみどり」と行う介護予防教室

JA健康寿命１００歳プロジェクト

てんとうムシ体操

前腕の筋肉を伸ばすことで、腱鞘炎を防
ぎ血流をよくします。

手指手指

太もも全面の筋力を強化し、ひざ痛の予
防・改善につながります。

足足

耳には内臓や自律神経のツボが集まっ
ており、自律神経が整い、血行促進、リ
ラックス効果も。

耳耳

脇腹の筋肉を鍛え、バランス能力を向上
させます。

ひねる（腹筋）ひねる（腹筋）

肩甲骨を寄せることで姿勢改善や肩こりを予防します。

肩甲骨肩甲骨

62026.062026.067



JA庄内みどり産米を使用し、おいしい料理を提供し
ている飲食店（＝応援団）をご紹介！入組1年目のJA職員が
お店イチオシの料理を食べて魅力や味をリポートします！

　

創
業
１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）、
今
年
な
ん
と
89
周
年
を
迎
え
た
酒

田
市
中
町
の
老
舗
寿
司
屋
「
だ
る
ま
寿
司
」。現
在
は
三
代
目
の
鈴
木
篤

さ
ん
と
弟
妹
の
３
人
が
歴
史
を
紡
ぎ
ま
す
。

　

お
店
の
理
念
は
「
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
寿

司
店
」で
あ
り
続
け
る
こ
と
。気
軽
に
入
り
や
す
く
、
お
手
頃
な
価
格
で

お
腹
い
っ
ぱ
い
楽
し
め
る
寿
司
屋
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
頂
い
た
の
は
「
夏
味
に
ぎ
り
セ
ッ
ト
」。四
季
に
合
わ
せ
た
旬
の

魚
介
を
提
供
す
る
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
、
特
上
握
り
10
貫
と
メ
ゴ
チ
の
天

ぷ
ら
、
バ
イ
貝
の
煮
付
け
に
エ
ビ
の
味
噌
汁
が
付
い
た
盛
沢
山
の
セ
ッ

ト
で
す
。Ｊ
Ａ
管
内
産
「
は
え
ぬ
き
」
を
用
い
た
大
き
め
の
シ
ャ
リ
と
、

分
厚
く
切
ら
れ
た
ネ
タ
の
相
性
は
抜
群
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に
新
鮮
な
旨

味
が
広
が
り
ま
す
。ふ
わ
ふ
わ
な
メ
ゴ
チ
の
天
ぷ
ら
と
、
甘
辛
い
味
付

け
の
コ
リ
っ
と
し
た
バ
イ
貝
も
主
役
に
引
け
を
取
ら
な
い
逸
品
で
、
お

酒
と
の
相
性
も
◎
。

　

鈴
木
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
初
代
の
夢
は「
１
０
０
年
続
く
寿
司
屋
に

す
る
こ
と
」。１
０
０
年
越
し
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
語
る

鈴
木
さ
ん
。「
お
い
し
い
庄
内
米
に
負
け
な
い
ネ
タ
を
取
り
揃
え
て
い
る
。

寿
司
が
酒
田
の
恒
久
的
な
文
化
と
し
て
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
励
み
た

い
」と
力
強
く
意
気
込
み
ま
し
た
。

営農販売部園芸課 相澤俊輔

だるま寿司
〒998-0044
山形県酒田市
中町3丁目1-12

☎�0234-24-0008

▼夏味ちらしセット
　3,000円（税込）の海鮮ちらし

▲メゴチの天ぷら、バイ貝の煮付け、エビの味噌汁

▲夏味にぎりセット3,000円（税込）の特上握り

平日／11:30～14:00（LO）
17:00～21:00（LO）

日曜、3連休最終日／11:30～14:00（LO）
17:00～20:30（LO）

定休日／不定期（お問い合わせください）

私は「夏味ちらしセット」を頂きました。
お寿司同様、一つ一つのネタが新鮮で
大きく食べ応え抜群。特に、エビの甘味
とプリプリとした食感はたまりません！
揚げたてサクサクの天ぷらや小鉢、お
味噌汁どれをとっても絶品のセットでし
た。皆さんもぜひ！オススメです。

だ
る
ま
寿
司

計５１人の部員が参加し、寄せ植えを楽しみました。今回の花材
は「宿根サルビア」「ユーフォルビア」「シルバーガザニア」「バコ
パ」「ガーベラ」「アメリカンブルー」の６種類で、自らつくった鉢
植えを長く観賞できるよう、多年草を中心に選んだとのこと。支
部長の阿部智井さんは「定期的に部員が集い、楽しく会話した
り協力し合ったりする催しは大切。地域の繫がりを絶やさない
よう、今後も力を合わせ精力的に活動したい」と力強く語ってく
れました。

転倒によるケガや骨折は、歩行や日常生活動作に支障をきたすだけでなく、最悪の場合寝たきり
状態になることも。足、腹部、腰の筋肉や関節を動かして転倒予防に繋げましょう。

女性部遊佐支部 花の寄せ植え教室を開催！5/28

てんとうムシ教室てんとうムシ教室 開催！開催！

その他認知症予防体操や体全体の健康につながる
足裏の体操「青竹エクササイズ」などもとり入れ、毎月2回開催しています。

5/28
福祉課が助けあい組織「すけっとみどり」と行う介護予防教室

JA健康寿命１００歳プロジェクト

てんとうムシ体操

前腕の筋肉を伸ばすことで、腱鞘炎を防
ぎ血流をよくします。

手指手指

太もも全面の筋力を強化し、ひざ痛の予
防・改善につながります。

足足

耳には内臓や自律神経のツボが集まっ
ており、自律神経が整い、血行促進、リ
ラックス効果も。

耳耳

脇腹の筋肉を鍛え、バランス能力を向上
させます。

ひねる（腹筋）ひねる（腹筋）

肩甲骨を寄せることで姿勢改善や肩こりを予防します。

肩甲骨肩甲骨

62026.062026.067



有
効
茎
数
の
早
期
確
保

　

有
効
茎
数
が
目
標
の

８
〜
９
割
に
達
す
る
ま

で
日
中
は
３
㎝
程
度
の

浅
水
管
理
（
日
中
止
水
）

で
地
温
を
高
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
入
水

は
早
朝
ま
た
は
夜
間
に
行
い
、
昼
夜
の
日
較
差

を
つ
け
分
げ
つ
の
発
生
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
低
温
時
や
強
風
が
続
く
場
合
は
、
一
時

的
な
深
水
管
理
で
稲
体
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
強
風
な
ど
の
影
響
に
よ
る
葉
色
低
下
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
田
ワ
キ
対
策
を
講
じ
た
上

で
圃
場
全
体
を
確
認
し
、
窒
素
成
分
で
10
ａ
あ

た
り
１
㎏
以
内
の
追
肥
を
行
い
対
処
し
ま
し
ょ

う
。（
は
え
ぬ
き
・
雪
若
丸
）

田
ワ
キ
・
表
層
剥
離
対
策

　

温
暖
な
日
が
続
く
と
土
壌
の
還
元
が
進
み
、

田
ワ
キ
や
表
層
剥
離
が
発
生
し
、
根
の
活
力
低

下
や
根
張
り
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

田
ワ
キ
が
強
い
圃
場
で
は
温
暖
な
日
に
水
交

換
や
２
〜
３
日
程
度
の
田
干
し（
極
端
な
高
温
・

低
温
時
や
強
風
時
は
避
け
る
）
を
実
施
し
、
根

の
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
表
層
剥
離

等
が
多
い
圃
場
で
は
積
極
的
な
水
交
換
を
行

い
、
発
生
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

適
期
中
干
し
と
作
溝

　

中
干
し
・
作
溝
は
土
壌
中
の
ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
を
減
少
さ
せ
、
無
効
分
げ
つ
や
節
間
伸
長

を
抑
制
し
ま
す
。
ま
た
、
根
張
り
を
良
く
し
、

登
熟
及
び
品
質
向
上
に
繋
が
る
重
要
な
作
業
で

す
。

　

近
年
、
中
干
し
開
始
の
適
期
を
逃
し
て
し
ま

う
圃
場
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
毎
年
同
じ
時

期
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、別
表
を
参
考
に
、

目
標
茎
数
の
８
〜
９

割
が
確
保
で
き
次
第
、

直
ち
に
中
干
し
に
入

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

異
常
高
温
や
天
候
不

順
に
対
応
す
る
た
め
、

収
穫
期
ま
で
の
効
率

的
な
水
管
理
を
行
う

た
め
に
も
作
溝
を
必

ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
、
梅
雨
等
に
よ
る
降
雨
の
影
響
に
よ
り

中
干
し
が
不
十
分
と
な
る
圃
場
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
暗
渠
排
水

を
利
用
し
て「
小
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
の
中
干
し
」

を
確
実
に
実
施
し
、
穂
肥
ま
で
に
は
作
溝
の
手

直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

圃
場
内
の
取
り
こ
ぼ
し
雑
草
に
つ
い
て

　

一
発
除
草
剤
で
取
り
こ
ぼ
し
た
ヒ
エ
・
ホ
タ

ル
イ
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
源
と
な
る

た
め
、
早
め
の
後
期
除
草
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
残
草
の
種
類
や
葉
齢
な
ど
の
状
態

を
確
認
し
た
う
え
で
使
用
薬
剤
を
選
択
し
、
使

用
量
を
守
り
遅
れ
ず
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
、

明
治
時
代
に
西
洋
野
菜
が
導
入
さ
れ
た

流
れ
の
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
を
た
ど
る
と
い

く
つ
か
の
重
要
な
転
機
が
あ
り
ま
す
。

導
入
期
（
明
治
時
代
）

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原

産
の
野
菜
で
、
日
本
に
は
明
治
初
期
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
8
7
1
年
頃
、
北
海
道
開
拓
使
が

欧
米
農
業
を
取
り
入
れ
る
中
で
試
験
栽

培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
観
賞
用
や
外
国
人
向
け
食
材

と
し
て
扱
わ
れ
、
一
般
家
庭
に
は
ほ
と

ん
ど
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
北
海
道
で
は
冷
涼
な
気
候
が
適

し
て
い
た
た
め
、
早
い
段
階
か
ら
栽
培

研
究
が
進
み
ま
し
た
。

缶
詰
産
業
と
普
及（
大
正
〜
昭
和
初
期
）

　

本
格
的
な
栽
培
拡
大
の
き
っ
か
け
は

「
缶
詰
用
需
要
」
で
し
た
。

　

20
世
紀
初
頭
、
日
本
で
は
輸
出
向
け

農
産
加
工
品
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
缶

詰
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

・
北
海
道
・
長
野
・
山
形
な
ど
で
栽
培

面
積
が
増
加

・
白
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
軟
白
栽
培
）
が

主
流

・
欧
米
向
け
輸
出
産
業
と
し
て
成
長

　

特
に
昭
和
初
期
に
は
、
北
海
道
産
ア

園
芸
だ
よ
り

日
本
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
の
歴
史「種まき爺さん」に並ぶ新たな風

物詩を見つけようと定期的に鳥
海山を凝視していますが、今のと
ころ成果はありません。  （本間）

「種まき爺さん」の場所を初めて
知ることができました。

（千葉県・鉄道オタクさん）

我が家でも、ありがたいことに毎
年のように親戚や知人から孟宗
筍をたくさん頂くので、さまざまな
孟宗料理にして食べました。特に
孟宗汁は、毎日お汁として出され
ても構わないほど大好きなので
今味わえる旬を大事に感じなが
ら孟宗料理を味わいたいと思い
ます。　　　　　　　　 （小松）

今年は“孟宗筍”が豊作らしく、
知人からたくさん頂くことができ
ました。孟宗汁・土佐煮・筍ご飯
など何度も味わうことができま
した。旬のものはやっぱりおいし
い！！　　　　（八幡・齋藤さん）

営農掲示板

有
効
茎
数
の
早
期
確
保
と

適
期
中
干
し
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

ス
パ
ラ
ガ
ス
缶
詰
は
重
要
な
輸
出
商
品

に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
変
化
（
1
9
5
0
〜
1
9
7
0
年
代
）

　

戦
後
に
な
る
と
食
生
活
の
洋
風
化
が

進
み
、
家
庭
用
野
菜
と
し
て
需
要
が
増

え
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、

缶
詰
中
心
か
ら
生
鮮
野
菜
中
心
と
な
っ

た
点
と
、
白
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
中
心
か
ら

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
中
心
と
な
っ

た
点
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
日
光
に

当
て
て
育
て
る
た
め
栽
培
効
率
が
高
く
、

栄
養
価
も
高
い
こ
と
か
ら
急
速
に
普
及

し
ま
し
た
。

現
代
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培

　

現
在
の
主
要
産
地
は
、
北
海
道
、
長

野
県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
、
山
形
県
な

ど
で
す
。

　

特
に
北
海
道
は
冷
涼
な
気
候
と
広
い

農
地
を
活
か
し
、
日
本
最
大
級
の
産
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る

周
年
出
荷
、
紫
ア
ス
パ
ラ
な
ど
新
品
種
、

地
産
地
消
・
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。

　

当
J
A
で
は
、
令
和
８
年
５
月
現
在
、

生
産
者
42
人
、
栽
培
面
積
５
．
０
ha
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
が
メ

イ
ン
で
、
３
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま

で
収
穫
が
続
き
ま
す
。

松山営農課
山田 勝也

別表　中干し開始の目安になる茎数
　　　（有効茎数の８～９割）

はえぬき
つや姫
雪若丸

20 ～23 本
17～19本
22～25本

品種 １株当たり茎数
（70 株 /坪の場合）
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新
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《
ユ
ー
モ
ア
部
門
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き
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん（
松
山
）

最
優
秀
賞

年
重　

孫
が
手
助
け

　
　
　
　
　
　

う
れ
し
涙

《
あ
っ
た
か
部
門
》

（
各
部
門
１
名
ず
つ
）

（
各
部
門
２
名
ず
つ
）

さ
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん（
酒
田
ひ
が
し
）

芋
食
う
孫

　
　

笑
顔
う
れ
し
や　

来
年
も

飛
鳥
ふ
ぁ
〜
夢
さ
ん（
平
田
中
央
）

ギ
ブ
ア
ッ
プ

　
　
　

俺
と
農
機
と　

誰
が
先

佐
々
木　

隆
さ
ん（
酒
田
ひ
が
し
）

歳
重
ね　

化
粧
重
ね
て

　
　
　
　
　
　
　

厚
く
な
る

小
野
寺　

明
美
さ
ん（
酒
田
中
央
）

《
ユ
ー
モ
ア
部
門
》

優
秀
賞

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
山
形
県 

第
４
回
年
金
友
の
会

川
柳
大
会
受
賞
作
品
の
紹
介

今
回
は
暮
ら
し
の
中
で
心
が
温
ま
り
、お
も
し
ろ
お
か
し
く
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ

に「
あ
っ
た
か
部
門
」と「
ユ
ー
モ
ア
部
門
」で
作
品
を
募
集
。当
Ｊ
Ａ
管
内
で
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。※
次
回
は
秋
ご
ろ
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 園芸課

係長
五十嵐 雄二郎

82026.062026.069
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早
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９
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。
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強
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。

ま
た
、
強
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葉
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、
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ワ
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圃
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確
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窒
素
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10
ａ
あ

た
り
１
㎏
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内
の
追
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を
行
い
対
処
し
ま
し
ょ

う
。（
は
え
ぬ
き
・
雪
若
丸
）

田
ワ
キ
・
表
層
剥
離
対
策
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。
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。
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多
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圃
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極
的
な
水
交
換
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抑
制
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ま
し
ょ
う
。

適
期
中
干
し
と
作
溝
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作
溝
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土
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ア
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圃
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受
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ら
れ
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時

期
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、別
表
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目
標
茎
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の
８
〜
９
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。
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梅
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よ
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干
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と
な
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圃
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ら
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ま
す
。
そ
の
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暗
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排
水
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用
し
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ヒ
ビ
が
入
る
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度
の
中
干
し
」
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確
実
に
実
施
し
、
穂
肥
ま
で
に
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作
溝
の
手

直
し
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行
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。

圃
場
内
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取
り
こ
ぼ
し
雑
草
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つ
い
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除
草
剤
で
取
り
こ
ぼ
し
た
ヒ
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ホ
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日
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パ
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ス
栽
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、

明
治
時
代
に
西
洋
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菜
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導
入
さ
れ
た

流
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で
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。
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で
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北
海
道
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ら
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史
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ど
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。
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入
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（
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時
代
）

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
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菜
で
、
日
本
に
は
明
治
初
期
に

導
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。
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8
7
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頃
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取
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入
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栽

培
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。
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。
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。
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。
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史「種まき爺さん」に並ぶ新たな風

物詩を見つけようと定期的に鳥
海山を凝視していますが、今のと
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知ることができました。

（千葉県・鉄道オタクさん）

我が家でも、ありがたいことに毎
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筍をたくさん頂くので、さまざまな
孟宗料理にして食べました。特に
孟宗汁は、毎日お汁として出され
ても構わないほど大好きなので
今味わえる旬を大事に感じなが
ら孟宗料理を味わいたいと思い
ます。　　　　　　　　 （小松）

今年は“孟宗筍”が豊作らしく、
知人からたくさん頂くことができ
ました。孟宗汁・土佐煮・筍ご飯
など何度も味わうことができま
した。旬のものはやっぱりおいし
い！！　　　　（八幡・齋藤さん）
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

【応募方法】下記５問をご回答ください
①答え　②今月号で良かった記事　③今後あったらいいなと思う記事
④来月号の「読者からのおたより」掲載用にひとこと
※季節の話題、日常の話題、今月号の話題などなんでもOK！
⑤お届け先情報（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）

【あて先】〒998-8510　JA庄内みどり 広報クイズ係　行
※e-mailでの応募は
　kouhou@ja.midorinet.or.jp まで

①傘を忘れたときに軒先を借りて
することも
②赤外線やX線もこれの一種
③梅雨入りすると、梅雨――がい
つ頃なのか気になります
④簡単には意見を曲げません
⑥損の反対語
⑨親しいつきあいのこと。昔の――
でなんとかしてよ
⑪アメリカ原産の大きなカエル
⑬自宅を離れて観光などをします
⑮ウメやブルーベリーの食べる部分
⑰合唱部が練習するもの
⑲一年で一番昼が長い日

②完成しました!
⑤成長した羊の肉です
⑦ペンは――より強し
⑧彼は大舞台で面目――を果たした
⑩手のひらや足の裏の反対側
⑫旬よりも時期が早いもの
⑭この教科の時間にアサガオを育
てた人も多いのでは
⑯古くから、夏バテ防止にも食べら
れてきた野菜
⑱ウィッグや付け毛ではありません
⑳クイズを出されて考えるもの
㉑中学校で教育――をおこなう大
学生

お送りいただいた個人情報は当誌の編集以外には使用しません

【締切】6月22日（月）当日消印有効

皮はパリッと
中はホクホク
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【当選者発表】
Ｇ・Ｔさん（砂越）
Ｙ－Ｓさん（蕨岡）
Ｈ・Ｙさん（本楯）
Ｏ・Ｍさん（中平田）
カノンママさん（東京都）

【ヨコのカギ】【タテのカギ】

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

正解者の中から抽選で5名様に
「梅ジュース」をプレゼント！

田植え体験や園芸品目の現地講習
会など、屋外取材が増え始めた５月。
汗をぬぐいながら手植えをする小
学生のかたわら、撮影しているだけ
の私も取材の度に汗だくに。５月で
この暑さ。来たる夏の取材風景を想
像するだけで汗をかきそうです。

（本間）

女性部酒田きた支部（鳥海地区）の
防犯・交通安全巡回へ取材で同行
させていただいた際に、空き地らし
き場所に1ｍほどの高さまで生長し
ている筍を見つけました。今まで見
かけたことが無かったので思わず
写真を撮ってしまいました。

（小松）

編集後記

第２回定例理事会が５月２８日、本所で
開かれ、下記の議案が承認されました。

附議事項

理事会だより

令和７年度決算書類部門別損益計算
書 総代会参考書類等の承認
令和８年４月末事業実績検討
役員賠償責任保険への加入　
山形県農業信用基金協会への増資
令和８年度みどり農機センター農機
運搬用３ .６ｔ積中古トラックの固定
資産取得
令和８年度精米センターパッカー更
新に伴う固定資産取得
やすらぎホールみどり小ホール改修
工事
令和７年度決算監事監査の結果

1. 
　
2. 
3.
4.
5.
　
　
6. 
　
7.
　
8.

お知らせ

第３回ウオーキング倶楽部のお知らせ

三川町全農庄内農機センター駐車場
右のQRコードからもご確認いただけます。集　合

三川町 アトク先生の館コース内　容

6月20日（土）8:30受付、9:00開始
※開催日が変わりましたのでご注意ください。

日　時

第３回から参加の方、2,000円になります。年 会 費

新規参加希望の方は、下記までご連絡ください。
福祉課　☎25-5696　FAX24-5413

お問合せ

こちらから、
DL できます。 

↓

サマーフェア2026

●これまで遊佐会場・酒田会場でそれぞれ開催していたサマーフェ
アについて、運営効率化及び内容充実を図る為、今回より合同での開
催となります。

秋用農業機械・資材・生活用品・自動車・ガス関連商品・
マルノー商品などの展示販売内　容

オートパル酒田会　場

7月17日（金）9：00～16：00
7月18日（土）9：00～15：00

開催日時

農業機械課　☎23-1818お問合せ

家族で楽しむ
おいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

トマトを丸ごと大胆な肉詰めに

南フランス トマトファルシ

作り方
①オーブンを200度に予熱しておく。トマトはへた側を1cmくらいの厚さでスライスしてふたにする。残りの部分は中身
をくり抜いて器にし、切り口を下にして水気を切っておく。ふたとくり抜いた中身は取っておく。
②ニンニクとオリーブ油をフライパンに入れて弱火で熱し、香りが出たらタマネギを加えてしんなりするまで炒めて冷ます。
③ボウルに合いびき肉とA、②を入れてよくこねる。トマトの器にそれぞれ1/4量ずつ詰めてふたをのせ、深めの耐熱容
器に入れてオーブンで30分焼く。
④くり抜いた中身を塩少 （々分量外）と好みのハーブで煮詰めてソースを作り、③にかけて出来上がり。

アレンジ
●溶けるチーズをかけて焼く、中に
モッツァレラチーズを入れる
●ズッキーニやパプリカなどの野菜も
耐熱容器に一緒に入れてグリルに

堅めのトマトを使うと焼いても崩れにくい
です。崩しながら食べるので崩れてしまって
もおおらかな気持ちでOK。座りの悪いトマ
トはほんの少しだけ底を切り落とすと安定
します。 

材料（4人分）

トマト…4個（1玉200g程度）
ニンニク（みじん切り）…1/2片（2.5g）
オリーブ油…大さじ1
タマネギ（みじん切り）…80g
合いびき肉…350g
好みのハーブ
（バジルやタイム、オレガノなど）…適宜
　 卵…M1個（60g）
 　パン粉…大さじ2（6g）
 　塩…小さじ1
 　カレー粉…1つまみ

A

営農企画課内 JA庄内みどり無人ヘリ防除連絡協議会事務局
☎26-5643

6月下旬～9月上旬期　間

お問合せ

無人ヘリコプターによる一斉防除が始まります
　水稲・大豆の無人ヘリコプターによる防除作業が各地区で始まり
ます。期間中はご迷惑をお掛けしないように万全の対策を講じ、安全
作業に努めますので、よろしくお願いします。

最寄りの生産資材店舗まで
各地区の回収日は広報折込の案内文書をご覧ください。

６月１5日（月）～７月２日（木）回収期間

お問合せ

農業用使用済み廃プラスチック回収のご案内
　適正処理にご協力をお願いします。

〇廃棄農薬で有効期限が確認できない古い農薬については、回収を
お断りさせていただきますのでご了承ください。

㈱みどりサービス 燃料課　☎26-5601お問合せ

免税軽油（軽油税）について【㈱みどりサービス 燃料課】
　これまで軽油税が含まれた金額で販売しておりましたが、令和８
年６月１日（月）より軽油税を最初から差し引いての販売に変更と
なっております。
　配送以外でSS店頭にて購入されているお客様は、ご自身の免税軽
油決定数量をオーバーしないように残量の管理をお願い致します。
決定数量をオーバーしてしまった分については課税軽油となり、軽
油税分をお支払いいただく事となります。ご理解とご協力のほど、よ
ろしくお願い致します。

6月30日（火）日　時

生産資材店舗棚卸による休業のお知らせ

※全店舗休業になりますのでお早めにご利用をお願いいたします。

山居館 夏野菜フェア
●日時　6月21日（日）9：00～12：00
●内容　夏野菜のつめ放題を行います。

※詳しい内容やお問合せについては

山居館までご連絡ください。

●お問合せ　山居館☎２６－６７３２

2026.06 1011 2026.06



二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?
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　南平田小学校の５年生３７人は５月１９日、土田伸平さん（平田中央）
の圃場で「つや姫」の田植え体験を行いました。土田さんやＪＡ職員らの
指導のもと、手植えで行う昔ながらの田植え作業に汗を流しました。男
子児童は編み笠を被り、女子児童は絣の着物ともんぺのほか、額に巻
く庄内地方の伝統的な日除けの布「はんこたんな」を着用。きれいな柄
も、あっという間に泥まみれに！約１時間の田植え作業を終えた児童は
「昔の人は凄いなと思った。おいしいお米に育ってほしい」と目を輝かせ
ました。秋には稲刈り体験と収穫祭を行い、自ら植えた新米を味わう予
定です。そのほか、５月は管内多数の小学校で田植え体験を実施しまし
た。詳しくは特集ページでご紹介します！

今月の表紙今月の表紙

ひたいかすり
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	JA庄内みどり広報202605 5
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	JA庄内みどり広報202605 10
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